
特集

災害への備えは万全ですか
高齢者介護を支える介護保険料
市職員を募集
あなたの好きな景観はどこですか
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小
ま
め
な
情
報
収
集

一
般
的
に
、１
時
間
の
雨
量
が
20
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
場
合
は
、注
意
が
必

要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
土
砂
降
り
で
、側

溝
や
小
さ
な
川
な
ど
が
あ
ふ
れ
る
状
態
が

こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、降
り
始
め
か
ら
の
雨
量
が
１
０

０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合
や
、す
で

に
何
日
も
雨
が
降
っ
て
地
盤
が
緩
ん
で
い

る
よ
う
な
場
合
も
、注
意
が
必
要
で
す
。

大
雨
に
な
り
そ
う
な
と
き
は
、テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
の
天
気
予
報
を
、よ
く
見
聞
き

し
、注
意
報
や
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

は
、特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
に
は
、ど
こ
で
、ど

の
く
ら
い
の
量
や
強
さ
の
雨
が
、い
つ
ご
ろ

か
ら
、ど
の
く
ら
い
の
時
間
降
る
の
か
、降

水
の
予
想
画
面
な
ど
を
使
っ
て
説
明
す
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の

気
象
情
報
サ
イ
ト
で
も
、情
報
を
収
集
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

居
住
す
る
地
域
の
特
性
を
知
る

市
街
地
で
は
、大
雨
が
降
る
と
、地
面
の

ほ
と
ん
ど
が
舗
装
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、雨

水
が
浸
透
で
き
ず
、川
や
水
路
の
水
か
さ

が
急
に
増
し
て
、都
市
型
水
害
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。

ま
た
、山
間
部
で
は
、土
石
流
や
土
砂

災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

事
前
に
、居
住
す
る
地
域
の
特
性
を

確
認
し
て
、対
策
や
避
難
方
法
を
調
べ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

早
め
の
避
難

「
が
け
に
亀
裂
が
入
っ
て
い
る
」「
が
け
か

ら
小
石
が
バ
ラ
バ
ラ
落
ち
て
く
る
」「
聞
き

慣
れ
な
い
音
が
す
る
」「
水
が
濁
る
」「
異

様
な
臭
い
が
す
る
」
な
ど
の
現
象
は
、土
砂

災
害
の
前
触
れ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
何
か
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
、隣
近

所
で
声
を
掛
け
合
っ
て
、早
め
に
近
く
の

避
難
場
所
な
ど
、安
全
な
場
所
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、障
害
が
あ
る
人
や
高
齢
の
人
に

は
、早
め
に
避
難
を
呼
び
掛
け
、ま
た
避
難

を
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備

災
害
に
備
え
て
、避
難
す
る
と
き
の
非

常
食
や
携
帯
ラ
ジ
オ
、懐
中
電
灯
、救
急

医
薬
品
、貴
重
品
な
ど
の
準
備
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
や

点
検
が
大
切
で
す
。

自
主
避
難
場
所

大
雨
や
台
風
な
ど
の
と
き
の
自
主
避
難

場
所
は
、市
指
定
避
難
場
所（
左
ペ
ー
ジ
の

今
年
も
、間
も
な
く
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

近
年
、局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、こ
れ
ま
で
の
常
識
や
経
験
を
超
え
る
土
砂
災
害

や
水
害
が
、起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
自
身
が
、災
害
の
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ

う
「
自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
気
持
ち

で
、日
ご
ろ
か
ら
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
へ
の
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？
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表
）の
う
ち
、主
に
公
民
館
や
人
権
推
進

施
設
で
す
。

自
主
避
難
を
す
る
場
合
は
、事
前
に
、

こ
れ
ら
の
施
設
ま
た
は
、総
務
課
防
災
危

機
管
理
室
、各
総
合
支
所
地
域
政
策
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は

総
務
課
防
災
危
機
管
理
室
1
０
８
３
４

―
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―
８
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しゅうなんメールサービスに登録す
ると、災害・緊急時のお知らせや気象情
報を、携帯電話やパソコンのＥメール
に配信します。
災害緊急時のお知らせ 市災害対策
本部などからの緊急時のお知らせ
気象情報 ▽地震…県東部で震度3以
上の地震が観測されたとき▽津波…
瀬戸内海沿岸で津波の発生が予測さ

れるとき▽警報…暴
風・大雨・洪水・高潮・暴
風雪・波浪・大雪警報
の発表時と解除時
登録方法 shunan@xpressmail.jp
へ空メールを送信し、返信されたメ
ッセージに従って登録
問合せ 広報情報課情報政策担当
10834―22―8236

しゅうなんメールサービスE
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徳山地域 新南陽地域 熊毛地域 鹿野地域

災害全般の通報・自主避難を 総務課防災危機管理室10834―22―8208
する場合 各支所 新南陽総合支所地域政策課 熊毛総合支所地域政策課 鹿野総合支所地域政策課

10834―61―4216 10833―92―0008 10834―68―2331
閉庁時または上記の連絡先が 本庁舎宿直室 新南陽総合支所宿直室 熊毛総合支所宿直室 鹿野総合支所宿直室

不在の場合（通話中は除く） 10834―22―8332 10834―63－0001 10833―92－0001 10834―68－2331
市道、河川、橋、海岸の被害 道路課道路維持係10834―61―4414 熊毛総合支所産業土木課 鹿野総合支所産業土木課

河川港湾課河川港湾10834―61―4419 10833―92―0023 10834―68―2334
災害全般の通報 周南警察署10834―21―0110 光警察署 周南警察署

周南西幹部交番10834―62―0110 10833―72―0110 10834―21―0110
国道2号の被害 国土交通省山口河川国道事務所防府国道維持出張所10835―22―3093
そのほかの国道や県道の被害 県周南土木建築事務所10834―33―6471
救助・救急活動の要請 局番なしの119

「○○町に住む人はこの避難場所へ」という決まりはありません。

自宅から近い、行きやすいなど、実情に合わせて選んでください。

徳山地域
中央・関門 徳山小学校、岐陽中学校、徳山保健センター、中央地区公民館

遠石 遠石小学校、遠石公民館、徳山社会福祉センター、出光総

合グラウンド

秋月 秋月小学校、秋月中学校、秋月公民館

周陽 鼓海園、周陽小学校、周陽中学校、周陽公民館、旧徳山商業高校、

徳山商工（工業）高校、東部高等産業技術学校、キリンビバレッ

ジ周南総合スポーツセンター、周南緑地（東緑地、中央緑地）

桜木 桜木小学校、桜木公民館、徳山大学

今宿 今宿小学校、住吉中学校、今宿公民館、今宿公民館西松原

分館、尚白園、御山集会所

岐山 きさんの里、岐山公民館、岐山小学校、徳山高校、文化会

館、桜ヶ丘高校

櫛浜 櫛浜小学校、櫛浜公民館、櫛浜コミュニティセンター、徳山

総合支援学校

久米 久米小学校、久米小学校譲羽分校、平井集会所、久米公民

館、東福祉館、太華中学校、鼓ヶ浦整肢学園

鼓南 粭島小学校、大島小学校、鼓南中学校、大島公民館、粭島公民館

菊川 四熊小学校、小畑小学校、菊川中学校、菊川公民館、小畑

公民館、四熊公民館、菊川小学校

向道 大向小学校、大道理小学校、向道湖ふれあいの家、大向公

民館、大道理公民館

夜市 夜市小学校、夜市公民館

戸田 戸田小学校、戸田公民館、桜田中学校

湯野 湯野公民館、湯野小学校

大津島 大津島小学校、大津島老人デイサービスセンター、大津島

支所、馬島公民館

長穂 長穂小学校、長穂公民館、翔北中学校

須々万 沼城小学校、須々万中学校、徳山北高校、須々万農村環境

改善センター、須々万公民館

中須 中須小学校、中須公民館、大田原自然の家、中須中学校

須金 須磨小学校、須金農村環境改善センター

新南陽地域
富田東 明石集会所、川崎会館、富田東小学校、とんとん会館、永源山公園

富田西 富田中学校、新南陽公民館、ほのぼの会館、富田西小学校、

光万寺集会所、新南陽総合支所

福川 福川小学校、新南陽ふれあいセンター、福川中学校、福川南小学校

和田 矢地峠集会所、馬神集会所、新南陽斎場、平木集会所、和

田老人作業所・和田老人憩いの家、和田中学校、夏切集会

所、中村区公会堂、林集会所、大原公会堂、高瀬集会所、西

迫下集会所、打木野集会所

熊毛地域
大河内 大河内公民館、大河内小学校

勝間 熊毛公民館、勝間ふれあいセンター、熊毛体育センター、

勝間小学校、熊毛中学校、熊毛武道館、サンウイング熊毛

高水 高水公民館、高水会館、高水小学校

三丘 三丘徳修館、熊毛北高校、三丘小学校、東善寺やすらぎの里

八代 鶴いこいの里交流センター

鹿野地域
鹿野上 鹿野総合支所、鹿野公民館、鹿野総合体育館、あぐりハウス、

鹿野小学校、鹿野中学校、鹿野幼稚園、石船温泉憩いの家、

コアプラザかの

鹿野中 鹿野高齢者生産活動センター

鹿野下 徳山高校鹿野分校

大潮 旧大潮小学校、大潮田舎の店

巣山 旧仁保津小学校

須万 秘密尾公民館

金峰 金峰杣の里交流館

市指定避難場所一覧

災害時の連絡・問合せ



介護保険料
介護が必要になったとき、誰もが

安心して介護保険制度のサービスを

受けるために、介護保険料は重要な

役割を担っています。

介護保険制度が安定的に運営され

るよう、理解と協力をお願いします。

高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える高齢者介護を支える

所得段階 対象者（65歳以上の人） 年間保険料
第1段階 生活保護受給者または本人・同一世 21,420円

帯員共に市県民税非課税で、老齢福
祉年金を受給している人

第2段階 本人も同一世帯員も、市県民税非課 21,420円
税の人（本人の合計所得金額と課税
年金額の合計が、80万円以下）

第3段階 本人も同一世帯員も、市県民税非課 32,130円
税の人（本人の合計所得金額と課税
年金額の合計が、80万円より多い）

第4―1段階 本人が市県民税非課税で、同一世帯 36,410円
員に市県民税課税者がいる人（本人
の合計所得金額と課税年金額の合計
が、80万円以下）

第4―2段階 本人が市県民税非課税で、同一世帯 42,840円
員に市県民税課税者がいる人（本人
の合計所得金額と課税年金額の合計
が、80万円より多い）

第5段階 本人が市県民税課税の人（本人の合 47,120円
計所得金額が、125万円未満）

第6段階 本人が市県民税課税の人（本人の合 53,550円
計所得金額が、125万円以上200
万円未満）

第7段階 本人が市県民税課税の人（本人の合 64,260円
計所得金額が、200万円以上500
万円未満）

第8段階 本人が市県民税課税の人（本人の合 74,970円
計所得金額が、500万円以上1,00
0万円未満）

第9段階 本人が市県民税課税の人（本人の合 85,680円
計所得金額が1,000万円以上）

※合計所得金額とは、収入金額から必要経費に相当する金額を
控除した金額で、扶養控除や医療費控除などの所得控除をす
る前の金額です。

■平成21～23年度の所得段階別介護保険料（表1）
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■あなたの介護保険料の所得段階は



介
護
保
険
制
度
は
、急
速
に
進
む
高
齢

社
会
の
中
で
、介
護
の
予
防
を
行
い
、ま
た

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、本
人
や
家

族
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
、社

会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。

介
護
が
必
要
な
人
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
る
費
用
は
、利
用
者
の
負
担
額

を
除
い
た
50
パ
ー
セ
ン
ト
を
国
と
県
、市
が

負
担
し
て
、残
り
の
50
パ
ー
セ
ン
ト
は
、40

歳
以
上
の
す
べ
て
の
皆
さ
ん
か
ら
の
保
険

料
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
料
は
、国
民
健
康
保
険
な
ど

の
、加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
計
算
や
納
付
の
方
法
は
、各

医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、く

わ
し
く
は
、加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

に
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
が
属
す
る
月
分

か
ら
、医
療
保
険
料
と
は
別
に
、介
護
保

険
料
を
納
付
し
ま
す
。（
表
１
）

介
護
保
険
料
は
、賦※

課
期
日
時
点
の
世

帯
構
成
に
基
づ
き
、本
人
お
よ
び
同
一
世

帯
員
の
市
県
民
税
の
課
税
状
況
な
ど
に
よ

っ
て
、所
得
段
階
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

※
賦
課
期
日
…
そ
の
年
度
の
４
月
１
日
で

す
。
た
だ
し
、４
月
１
日
以
降
に
資
格

を
取
得
し
た
人
は
、資
格
取
得
日
が
賦

課
期
日
に
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
、よ

り
き
め
細
や
か
な
保
険
料
を
設
定
す
る
た

め
、平
成
21
年
度
か
ら
、所
得
段
階
を
こ

れ
ま
で
の
６
段
階
か
ら
９
段
階
の
区
分
に

変
更
し
ま
す
。

主
な
変
更
点
は
、被
保
険
者
本
人
の
市

県
民
税
が
非
課
税
で
、同
一
世
帯
に
市
県

民
税
が
課
税
さ
れ
る
人
が
い
る
場
合
、本

人
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額
と
課
税
年

金
額
の
合
計
が
80
万
円
を
境
に
、所
得
段

階
が
分
か
れ
ま
す
。

ま
た
、本
人
に
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ

る
人
に
つ
い
て
も
、細
分
化
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
中
旬
に
、納
入
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。

●
普
通
徴
収

口
座
振
り
替
え
、ま
た
は
納
付
書
で
保

険
料
を
納
付
す
る
方
法
で
、１
か
月
ご
と

に
納
付
し
ま
す
。
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問
合
せ

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
は

（
第
２
号
被
保
険
者
）

介
護
保
険
料
の
し
く
み

福
祉
政
策
課
介
護
給
付
・
保
険
料
担

当
1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
６
７

介護保険負担限度額認定の
申請・更新手続き
市県民税が非課税の世帯で、介護保険の施

設に入所（短期入所を含む）している人は、施設

の食費や居住費が軽減されます。

軽減を希望する人は、認定証が必要になりま

すので、申請をしてください。

また、すでに認定を受けている人は、更新の

手続きをしてください。

対象になるサービス ▽介護老人福祉施設サ

ービス▽介護老人保健施設サービス▽介護

療養型医療施設サービス▽短期入所生活介

護▽短期入所療養介護▽介護予防短期入所

生活介護▽介護予防短期入所療養介護

申請場所 福祉政策課介護給付・保険料担

当、新南陽総合支所健康福祉課、熊毛総合

支所健康福祉課、鹿野総合支所市民福祉課、

各支所

問合せ 福祉政策課介護給付・保険料担当1

0834―22―8467

●
特
別
徴
収

公
的
年
金
か
ら
、引
き
落
と
し
で
納
付
す

る
方
法
で
、２
か
月
ご
と
に
納
付
し
ま
す
。

年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
年
金
や
退

職
年
金
、遺
族
年
金
、障
害
年
金
を
受
給

し
て
い
る
人
で
、年
金
受
給
の
た
め
に
届
け

出
て
い
る
住
所
が
市
内
に
あ
る
人
が
、特

別
徴
収
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
年
度
の
途
中
で
、65
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
人
、ま
た
は
市
内
に
転
入
す
る
人

は
、そ
の
年
度
の
納
付
は
普
通
徴
収
に

な
り
ま
す
。

※
年
金
保
険
者（
社
会
保
険
庁
や
共
済

組
合
な
ど
）か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
、対

象
者
を
決
定
し
た
上
で
、引
き
落
と
し

を
行
い
ま
す
の
で
、被
保
険
者
の
皆
さ

ん
が
行
う
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

災
害
や
所
得
の
著
し
い
減
少
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、保
険
料

の
減
免
制
度
を
利
用
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

事
情
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

早
め
に
福
祉
政
策
課
介
護
給
付
・
保
険
料

担
当
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

65
歳
以
上
の
人
は

（
第
１
号
被
保
険
者
）

所
得
段
階
の
細
分
化

（
平
成
21
年
度
の
改
正
点
）

保
険
料
の
減
免
制
度

保
険
料
の
納
付
方
法



募
集
人
数

１
人
程
度

試
験
科
目

教
養
試
験
、小
論
文
、職
場

適
応
性
検
査

試
験
日

７
月
26
日（
日
）９
時
〜

試
験
会
場

岐
陽
中
学
校

６
月
22
日（
月
）
消
印
有
効
で
、申
込

書
・
受
験
票（
50
円
切
手
を
貼
付
）を
、持

参
・
郵
送
で
、〒
７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山

通
１
―
１
人
事
課
人
事
研
修
担
当
ま
で
。

※
申
込
書
は
、市
役
所
本
庁
舎
受
付
や
各

総
合
支
所
地
域
政
策
課
、各
支
所
で
も

配
布
し
ま
す
。
ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

f
http://w

w
w
.city.shunan.lg.jp/

か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

※
申
込
書
の
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、試

験
区
分
を
明
記
し
、返
信
用
切
手
１
４

０
円
分
を
同
封
し
て
、人
事
課
人
事
研

修
担
当
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

高
校
卒
業
程
度
や
身
体
障
害
者
対
象
、

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
／
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
型
の
採
用

試
験
は
、９
月
20
日（
日
）に
実
施
し
ま
す
。

人
事
課
人
事
研
修
担
当
1
０
８
３
４
―
22

―
８
２
５
３
・e

jinji@
city.shunan.lg.jp

受験資格 ①昭和57年4月2日以降に
生まれ、大学を卒業、または平成22年
3月に卒業見込みの人②昭和63年4
月2日以降に生まれ、短大（高専を含
む）を卒業、または平成22年3月に卒
業見込みの人③昭和60年4月2日以
降に生まれ、救急救命士の資格を有
し、短大以上を卒業、または平成22年
3月に卒業見込みの人④昭和62年4
月2日以降に生まれ、救急救命士養成
の専修学校を平成22年3月に卒業見
込みの人⑤県外在住で、消防吏員の
経験があり、昭和42年4月2日から54
年4月1日に生まれた人
定員 8人程度
試験日 7月26日（日）9時～
試験会場 岐陽中学校
試験科目 一般教養（⑤は消防関係法
令・実務などを含む）、小論文、適性検
査、体力検査、身体検査（▽男性…お
おむね身長160㎝以上、体重50㎏以
上▽女性…おおむね身長155㎝以
上、体重45㎏以上）
申込書 消防本部または各消防署・出
張所・分遣所で配布（郵送希望の場合
は、140円分の切手を同封）
申込み 6月22日（月）消印有効で、申込
書・受験票・卒業証明書（卒業見込証明
書）・最終学歴の成績証明書・救急救命
士の資格証明書の写し（③のみ）・在職
証明書（⑤のみ）を、持参・郵送で、〒
745―0056新宿通5―1―3消防本部
消防政策課10834―22―8755
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性
検
査
▽
短
大
卒
業
程
度
…
教
養
試
験
、

小
論
文
、職
場
適
応
性
検
査

※
事
務
職
は
事
務
適
性
検
査
を
、土
木
・

機
械
・
建
築
技
術
職
は
専
門
試
験
を
、

併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜
平

成
２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、保

育
士
の
資
格
お
よ
び
幼
稚
園
教
諭
免
許
を

併
せ
て
取
得
、ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

募
集
人
数

２
人
程
度

試
験
科
目

教
養
試
験
、専
門
試
験
、小

論
文
、職
場
適
応
性
検
査

受
験
資
格

昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、歯
科
衛
生
士
の
資
格

を
取
得
、ま
た
は
取
得
見
込
み
の
人

59
年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日
に

生
ま
れ
た
人
で
、短
大（
高
専
を
含
む
）を

卒
業
、ま
た
は
平
成
22
年
３
月
末
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
、お
よ
び
学
校
教
育
法

に
よ
る
専
修
学
校（
高
校
卒
業
も
し
く
は

同
等
の
学
力
を
も
つ
人
を
入
学
資
格
と
し

て
、２
年
以
上
の
専
門
課
程
履
修
の
も
の
）

を
卒
業
、ま
た
は
22
年
３
月
末
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
人

募
集
人
数

▽
事
務
職
…
８
人
程
度
▽
土

木
技
術
職
…
１
人
程
度
▽
建
築
技
術
職

…
１
人
程
度
▽
機
械
技
術
職
…
１
人
程
度

試
験
科
目

▽
大
学
卒
業
程
度
…
教
養

試
験
、専
門
試
験
、小
論
文
、職
場
適
応

受
験
資
格

▽
大
学
卒
業
程
度
…
昭
和

57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

大
学
以
上
を
卒
業
、ま
た
は
平
成
22
年
３

月
末
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、お
よ
び

高
専
専
攻
科
で
所
定
の
学
修
を
行
い
、学

位
の
授
与
を
受
け
た
人
、ま
た
は
受
け
る

見
込
み
の
人
▽
短
大
卒
業
程
度
…
昭
和

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

一
次
試
験

申
込
み

そ
の
ほ
か
の
募
集
は

問
合
せ

■
■
■
□
■
■
■

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

市
職
員
を
募
集

志
高
く

戦
す
る

挑

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、未
来
を
見
据
え
、自
ら
が
新

し
い
チ
ャ
ン
ス
を
創
造
で
き
る
人
材
を
求

め
て
い
ま
す
。

「
強
く
温
か
な
周
南
」
の
実
現
の
た
め

に
、一
緒
に
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

消防吏員（消防士）
事
務
職
、土
木
・
建
築
・
機
械
技
術
職

歯
科
衛
生
士（
事
務
職
）
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□１
事
前
に
打
ち
合
わ
せ

苦
情
や
要
望
、陳
情
を
伺
う
場
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
趣
旨
を
理
解
し
た
上
で
、申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

□２
会
場
の
確
保

申
し
込
ん
だ
団
体
で
、市
内
の
公
共
施

設
な
ど
の
会
場
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□３
申
込
み

開
催
希
望
日
の
３
週
間
前
ま
で
に
、中

央
公
民
館
・
各
総
合
支
所
・
各
公
民
館
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
申
込
書
に
、希

望
す
る
テ
ー
マ
・
日
時
・
会
場
・
グ
ル
ー
プ

名
・
連
絡
先
・
参
加
予
定
人
数
な
ど
の
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、各
担
当
部
署
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

中
央
公
民
館（
生
涯
学
習
課
）

1
０
８
３
４
―
22
―
８
６
９
０

対
象

市
内
に
在
住
、ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人
で
、お
お
む
ね
10
人
以
上
が
参

加
す
る
予
定
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

※
政
治
・
宗
教
・
営
利
活
動
を
目
的
に
し

た
集
会
や
会
合
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

内
容

環
境
・
社
会
福
祉
・
健
康
増
進
・

子
ど
も
の
健
全
育
成
・
防
災
・
消
費
者
問

題
・
動
物
園
・
広
報
広
聴
・
男
女
共
同
参

画
・
上
下
水
道
・
行
政
問
題
・
選
挙
な
ど
の

テ
ー
マ
で
、一
覧
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各

公
民
館
、各
総
合
支
所
で
閲
覧
が
可
能

期
間

毎
年
６
月
に
テ
ー
マ
を
更
新
し
て
、

年
間
を
通
じ
て
実
施

時
間

平
日
の
10
時
〜
21
時
で
、お
お
む

ね
１
時
間
〜
１
時
間
30
分

※
事
前
に
、開
催
日
時
な
ど
を
、各
担
当

部
署
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、市
の
通
常
業
務
を
考
慮
し

て
、日
程
な
ど
の
調
整
を
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
ま
で
の
流
れ

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

市
の
施
策
や
事
業
を
分
か
り
や
す
く
説
明

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク
は
、市
の
職
員
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
所
へ
伺
っ
て
、市
の
施
策
や
事

業
に
つ
い
て
、分
か
り
や
す
く
説
明
を
す
る
事
業

で
す
。

市
政
に
関
す
る
情
報
を
、市
民
の
皆
さ
ん
と

共
有
す
る
こ
と
で
、市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

し
ゅ
う
な
ん
出
前
ト
ー
ク

住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、消
防
法
で
、平
成
23
年
5
月
31
日

ま
で
に
、す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

設
置
が
必
要
な
場
所

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、煙
や
熱
を

感
知
し
て
、音
や
音
声
で
火
災
発
生
を

知
ら
せ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、す
べ
て
の

住
宅
の
寝
室
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、寝
室
が
２
階
以
上

に
あ
る
場
合
は
、階
段
に
も
設
置
が
必

要
で
す
。
併
せ
て
、台
所
や
廊
下
な
ど
、

ほ
か
の
部
屋
に
も
必
要
に
応
じ
て
設
置

す
る
と
安
心
で
す
。

取
り
付
け
は
、電
池
式
で
あ
れ
ば
配

線
が
不
要
で
、天
井
や
壁
に
、ね
じ
で
簡

単
に
設
置
で
き
ま
す
。

購
入
す
る
と
き
に

消
防
設
備
を
扱
う
防
災
専
門
業
者

や
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き

ま
す
。
価
格
は
、メ
ー
カ
ー
や
型
式
で
異

な
り
ま
す
が
、５
０
０
０
円
程
度
で
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

購
入
す
る
と
き
は
、自
治
会
や
町
内

会
な
ど
で
、同
じ
製
品
を
一
括
で
購
入

す
る
と
、個
人
で
購
入
す
る
よ
り
も
安

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
の
被

害
を
防
止
で
き
、取
り
付
け
が
困
難
な

高
齢
者
宅
に
、地
域
の
人
が
取
り
付
け

に
行
け
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
を
目
安
に

住
宅
用
火
災
警
報

器
は
、日
本
消
防
検

定
協
会
鑑
定
の
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も

の
を
推
奨
し
ま
す
。

悪
質
な
訪
問
販
売
な
ど
に
注
意

消
防
署
や
市
の
職
員
が
、各
家
庭
に

訪
問
販
売
を
し
た
り
、特
定
の
業
者
に

商
品
の
仲
介
や
販
売
の
依
頼
を
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
適
切
な
価
格
の
設
定
や
、無
理

強
い
販
売
な
ど
を
行
う
業
者
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、

は
っ
き
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

住
宅
用
火
災
警
報
器
…
消
防
本
部
予

防
課
1
０
８
３
４
―
22
―
８
７
７
３

悪
質
な
訪
問
販
売
…
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
1
０
８
３
４
―
22
―
８
３
２
１

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
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６
月
１
日
は
景
観
の
日

よ
り
良
い
景
観
づ
く
り
を
促

進
す
る
た
め
、平
成
17
年
６
月

１
日
に
、国
が
景
観
法
を
施
行

し
た
こ
と
に
よ
り
、各
地
方
自

治
体
が
景
観
に
関
す
る
計
画

や
条
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

こ
の
景
観
法
の
基
本
理
念
の
普
及
や
、

国
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
啓
発
を
目
的
に
し

た
記
念
日
と
し
て
、毎
年
６
月
１
日
を
景

観
の
日
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

本
市
は
、３
月
30
日
に
、景
観
法
の
規

定
に
よ
る
景
観
行
政
団
体
に
な
り
、市
が

主
体
に
な
っ
て
、地
域
の
実
状
に
合
っ
た
景

観
の
保
全
に
対
す
る
、基
準
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、今
後
作
成
す
る
景
観
計
画
な

ど
に
沿
っ
て
、美
し
い
自
然
や
古
い
街
並
み

を
保
全
し
、観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

景
観
と
は

景
観
の「
景
」
と
は
山
や
川
、そ
し
て
建

物
が
あ
る
よ
う
に
、空
間
的
な
も
の
の
存

在
や
場
面
を
表
し
「
観
」
と
は
見
る
人
が

感
じ
る
印
象
や
価
値
観
と
い
う
、も
の
の

見
方
や
考
え
方
を
表
し
ま
す
。

景
観
と
は
、見
る
主
体
に
な
る
人
の
目

な
ど
を
通
し
て
、心
に
映
る
眺
め
や
印
象
、

雰
囲
気
と
い
っ
た
人
の
五
感
を
通
し
て
感

じ
る
こ
と
の
す
べ
て
を
い
い
、そ
の
地
域
や

歴
史
、文
化
な
ど
に
よ
っ
て
感
じ
方
は
異
な

り
ま
す
。

景
観
を
五
感
で
感
じ
る

景
観
は
、視
覚
の
ほ
か
に
、音
、に
お
い
、

手
触
り
、味
わ
い
と
い
っ
た
、五
感
を
通
じ

て
感
じ
る
と
い
う
考
え
方
も
必
要
で
す
。

ま
た
、日
ご
ろ
の
生
活
か
ら
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
ま
ち
の
雰
囲
気
や
文
化
の
香

り
、歴
史
な
ど
五
感
で
感
じ
る
印
象
も
、

景
観
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

私たちの身の回りには、心地よいと感じられる景
観が多くあります。
山並みや海岸線がつくる自然美や、先人から受

け継いできた歴史的・文化的な地域固有の財産を
守り、新たな魅力ある景観を育て、将来に継承する
ことはとても大切なことです。
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う
と
、取
り
戻
す
の
に
多
く
の
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

景
観
形
成
と
保
全
は
、私
た
ち
の
生
活

に
快
適
さ
と
安
ら
ぎ
を
与
え
、心
の
豊
か

さ
に
満
ち
た
生
活
を
も
た
ら
し
ま
す
。

良
好
な
景
観
は
、ま
ち
の
質
を
高
め
、ま

ち
に
活
気
を
呼
び
起

こ
す
こ
と
も
期
待
で

き
ま
す
。
そ
の
効
果

は
、経
済
や
観
光
の

観
点
か
ら
も
大
き
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、良
好
な
景

観
は
、
昔
か
ら
長
い

年
月
を
か
け
て
は
ぐ

く
ま
れ
て
き
た
も
の

で
、こ
れ
を
未
来
へ
つ

な
い
で
い
く
取
り
組

み
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
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ま
ち
の
中
で
景
観
を
感
じ
る

各
地
で
行
わ
れ
る
春
の
花
見

や
秋
の
紅
葉
狩
り
な
ど
、四
季

折
々
の
良
好
な
景
観
が
あ
り

ま
す
。こ
の
地
域
や
こ
の
時
期

で
な
け
れ
ば
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
景
観
資
源
を
発
見
す
る

こ
と
は
、地
域
の
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

昔
は
ど
の
よ
う
な
景
観
が
あ

り
、未
来
に
ど
ん
な
景
観
が
地
域
に
ふ
さ
わ

し
い
の
か
を
考
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

美
し
い
景
観
を
大
切
に
守
る

美
し
い
景
観
は
、ま
ち
の
魅
力
の
源
で

す
。こ
れ
ら
の
景
観
は
、一
度
失
っ
て
し
ま

景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り

本
市
は
、景
観
行
政
団
体
と
し
て
、よ
り

美
し
い
景
観
形
成
や
保
全
な
ど
の
景
観
ま

ち
づ
く
り
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
、景
観
に
配
慮
し
た

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

景
観
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
で
は
、計
画
の
策
定
に
向
け
て
、今
後
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

身
の
回
り
の
景
観
に
興
味
を
も
ち
、積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、お
気
に
入
り
の
地
域
の
景
観
を

見
つ
け
た
と
き
は
、都
市
政
策
課
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

都
市
政
策
課
都
市
政
策
係
1
０
８
３
４

―
22
―
８
４
２
７
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の冷たさなどを肌で感じることで景
観を楽しむことができます。

潮の香りや花の香り、新緑の香り、ま
ちの香りなどからも、景観を感じるこ
とができます。

景観と一緒になることで、さらにおい
しいと感じること。その場でしか味わ
えないことも重要な観光資源です。

心地よい波の音や鳥のさえずり、風
の音などによって景観を感じること
ができます。

見る人と見える景色の距離、見える
場所によって同じ対象物でも感じ方
が違ってきます。
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感じ方は人それぞれ、
景観の感じ方の

ま ち
の
景 観
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三
丘
小
学
校
で
、５
月
８
日
に
、

１
年
生
を
迎
え
る
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
入
学
し
た
ば
か
り
の

の
１
年
生
児
童
15
人
は
、６
年
生
の

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
た
ち
と
手
を

つ
な
い
で
入
場
。
会
場
に
は
、全
校
児

童
80
人
が
集
ま
り
、仲
良
し
班
に
分

か
れ
て
、先
生
や
児
童
た
ち
で
作
っ
た

ク
イ
ズ
を
探
し
な
が
ら
、教
室
や
職

員
室
な
ど
を
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
方

式
で
探
索
し
ま
し
た
。
児
童
の
皆
さ

ん
は
、力
を
合
わ
せ
て
答
え
を
考
な

が
ら
、１
年
生
が
校
内
の
様
子
に
慣

れ
る
よ
う
に
導
い
て
い
ま
し
た
。

八
十
八
夜
の
前
日
に
あ
た
る
５

月
１
日
か
ら
、高
瀬
サ
ン
・
ス

ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
を
見
下
ろ
す
茶
畑
で
、

一
斉
に
新
茶
の
摘
み
取
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。
高
瀬
茶
業
生
産
組
合

員
の
皆
さ
ん
は
、麦
わ
ら
帽
子
な
ど

で
日
差
し
を
和
ら
げ
、鮮
や
か
な
緑

色
の
若
葉
を
丁
寧
に
指
で
摘
み
取
り

ま
す
。
一
番
茶
の
手
摘
み
は
、家
族

で
一
緒
に
、初
夏
の
訪
れ
を
感
じ
る

作
業
で
す
。
新
芽
の
緑
と
初
夏
の
香

り
が
、指
の
疲
れ
や
日
差
し
を
忘
れ

さ
せ
る
の
か
、摘
み
取
る
指
は
リ
ズ
ム

良
く
動
い
て
い
ま
し
た
。

新
緑
が
美
し
い
長
野
山
の
山
開

き
が
、４
月
29
日
に
、長
野
山

緑
地
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場

で
は
、登
山
を
す
る
皆
さ
ん
が
安
全

に
過
ご
せ
る
よ
う
、安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
た
後
、も
ち
つ
き
や
シ
イ
タ
ケ

の
駒
打
ち
な
ど
を
開
催
。
恒
例
の
豚

汁
の
無
料
配
布
で
は
、マ
イ
は
し
、マ
イ

容
器
を
持
参
し
た
皆
さ
ん
の
長
蛇
の

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
長
野
山
は
、

本
市
と
防
府
市
が
実
施
す
る
わ
く

わ
く
観
光
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
会
場
の

一
つ
で
、皆
さ
ん
は
応
募
用
紙
を
片
手

に
春
の
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

岐
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協

議
会
の
皆
さ
ん
が
、４
月
30

日
に
、東
川
で
稚
ア
ユ
の
放
流
を
行
い

ま
し
た
。
東
川
が
き
れ
い
な
川
に
な

る
よ
う
に
、１
０
０
０
匹
の
稚
ア
ユ
が

３
カ
所
で
放
流
さ
れ
、河
原
幼
稚
園

の
園
児
た
ち
も
参
加
し
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
、童
謡
を
元
気
良
く
合
唱

し
た
後
、持
参
し
た
バ
ケ
ツ
に
稚
ア
ユ

を
受
け
取
り
、先
生
や
親
と
一
緒
に
、

川
に
放
流
。
川
に
放
た
れ
る
と
、す

ば
し
こ
く
泳
ぎ
出
す
稚
ア
ユ
の
動
き

を
、園
児
た
ち
は
興
味
深
そ
う
に
見

つ
め
て
い
ま
し
た
。

表
紙
の
こ
と
ば

見
渡
す
限
り
の
新
緑

と
大
自
然
の
開
放
感

東
川
で
大
き
く

元
気
に
育
っ
て
ね

初夏の日差しに映える新葉

新入生を迎える手づくりの会
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4月26日に、食工房棟と交流棟の完成を祝い、
須々万地区内外から多数の皆さんが集まりました

は
、利
用
者
の
皆
さ
ん
が
野
外
活
動
な
ど
、

自
主
的
に
何
に
で
も
取
り
組
め
る
よ
う

に
、さ
ま
ざ
ま
な
道
具
や
設
備
が
そ
ろ
っ
て

い
て
、利
用
料
や
指
導
料
は
す
べ
て
無
料
の

施
設
で
す
。

村
田
さ
ん
は
「
森
は
人
を
育
は
ぐ
く
む
、人
が

森
を
育
む
を
基
本
理
念
に
、子
ど
も
た
ち

に
は
自
然
の
中
で
元
気
に
た
く
ま
し
く
な

っ
て
ほ
し
い
し
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
は
生

涯
現
役
と
し
て
皆
さ
ん
と
交
流
し
、指
導

を
し
て
ほ
し
い
で
す
。
荒
廃
し
て
き
た
森
を

市
民
の
力
で
活
性
化
し
た
い
で
す
」
と
活

動
へ
の
思
い
を
話
し
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、３
年
か
け
て
、子
ど
も

向
け
の
冒
険
の
森
を
整
備
し
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、誰
も
が
活
動
で
き
る
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
森
と
し
て
、全
国

に
自
慢
で
き
る
森
に
整
備
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
、

村
田
さ
ん
は
熱
心
に
語
り
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
の
森
を
訪
れ
る
と
、野
外
活

動
を
は
じ
め
、木
工
や
竹
工
、自
作
料
理
、

自
然
観
察
な
ど
、訪
れ
る
皆
さ
ん
が
体
験

し
た
い
こ
と
は
な
ん
で
も
体
験
で
き
ま
す
」

と
話
す
の
は
、ふ
れ
あ
い
の
森
な
ん
で
も
工

房
事
務
局
長
の
村
田
真
博
さ
ん
で
す
。

須
々
万
地
区
で
活
動
す
る
、ふ
れ
あ
い

の
森
な
ん
で
も
工
房
は
、平
成
13
年
か
ら

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足

し
、ロ
グ
ハ
ウ
ス
交
流
館
の
建
設
か
ら
始
ま

り
、21
年
度
に
新
た
な
食
工
房
棟
と
交
流

棟
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。ふ
れ
あ
い
の
森
で

齢
化
が
進
む

中
、後
継
者
の

育
成
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
課

題
は
あ
り
ま

す
が
、伝
統
芸

能
の
継
承
と
、

地
域
の
活
性

化
へ
の
強
い
想
い
と
願
い
を
も
っ
た
多
く
の

人
の
努
力
に
よ
っ
て
、現
在
ま
で
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

今
年
も
、中
須
伝
統
芸
能
伝
承
館
で
開

催
す
る
、夜
神
楽
の
つ
ど
い
や
産
業
文
化
祭

な
ど
で
の
上
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

久
保
神
楽

中
須
地
区（
徳
山
地
域
）

久
保
神
楽
は
、明
治
時
代
初
期
に
、中

須
地
区
畑
組
の
若
者
が
、五
穀
豊
穣
と
民

衆
安
泰
祈
願
の
た
め
に
、北
広
島
町（
広

島
県
）の
芸
能
者
の
杉
原
島
平
か
ら
習
得

し
て
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、い
っ
た
ん
途
絶
え
た
も
の
の
、昭

和
44
年
に
、地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
神
楽
が

復
活
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、会
員
は
18
人
で
、過
疎
化
や
高

国民体育大会
には、冬季大会の
3種目を含む40
種目の正式競技
があります。
本市では、ハンドボールやレスリング、

テニス、バスケットボール、軟式野球の5
種目の開催が決定しています。それに加
えて、クレー射撃競技が、熊毛総合射撃
場で開催することに決定しました。
そのほかにも、身近に親しまれている

スポーツの普及と県民参加の国体を実現するため、デモン
ストレーションとしてのスポーツ行事を行います。本市では、
ソフトバレーボールとヒューストン健康安全吹矢の2種目を
開催します。

クレー射撃競技の開催が決まりました

輝かせ！汗とゆめを周南に
くわしくは 国体推進課総務企画担当10834―36―1051
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食
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化

食
は
命
の
源
で
あ
り
、私
た
ち
が
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、毎
日
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
で
す
。ま
た
、お
い
し
い
食
事
や
楽

し
い
食
事
は
、健
康
で
豊
か
な
人
間
性
を

は
ぐ
く
む
と
と
も
に
、私
た
ち
に
さ
ま
ざ

ま
な
楽
し
み
や
喜
び
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

し
か
し
近
年
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値

観
が
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、私
た
ち
の

食
生
活
を
め
ぐ
る
環
境
も
大
き
く
変
化

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で「
食
」
を
大

切
に
す
る
心
の
欠
如
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
偏

っ
た
食
事
や
不
規
則
な
食
事
の
増
加
、伝

統
的
な
食
文
化
の
喪
失
、「
食
」の
安
全
を

揺
る
が
す
事
件
の
発
生
な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

市
食
育
推
進
計
画
と
は

市
で
は
、市
の
特
性
を
生
か
し
た
食
育

を
、市
民
や
家
庭
を
は
じ
め
、教
育
、保
育
、

農
林
漁
業
、事
業
所
の
関
係
者
な
ど
や
地

域
で
、「
食
」
に
関
わ
る
多
様
な
関
係
者
が

あ
ら
ゆ
る
機
会
や
場
所
に
お
い
て
、一
層

連
携
を
深
め
な
が
ら
、市
民
運
動
と
し
て

総
合
的
、計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

の
基
本
的
な
方
針
を
示
し
た
市
食
育
推

進
計
画
し
ゅ
う
な
ん
食
の「
わ
」プ
ラ
ン
を

策
定
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、市
民
一
人
ひ

と
り
が
命
の
源
で
あ
る
「
食
」
に
つ
い
て
認

識
を
高
め
、生
涯
に
わ
た
っ
て
健
や
か
で
心

豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

市
食
育
推
進
計
画
で
は
、計
画
に
基
づ
く

食
育
の
推
進
に
よ
り
、市
の「
食
」
を
め
ぐ
る

課
題
を
解
決
し
、基
本
理
念
の
要
素
で
あ

る
５
つ
の「
わ
」の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

そ
の
達
成
状
況
や
取
り
組
み
の
成
果
を

評
価
で
き
る
よ
う
に
、指
標
項
目
と
平
成

25
年
度
ま
で
に
達
成
す
べ
き
数
値
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

食
育
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
施
策

●
家
庭
で
の
食
育
の
推
進

●
学
校
や
保
育
所
な
ど
で
の
食
育
の
推
進

●
地
域
で
の
食
生
活
の
改
善
の
た
め
の
取

り
組
み
の
推
進

●
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
の
促
進
、

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
林
漁
業
の

活
性
化

●
食
文
化
の
継
承
の
た
め
の
活
動
へ
の
支
援

●
食
品
の
安
全
性
に
関
す
る
情
報
提
供

●
食
育
推
進
運
動
の
展
開

問
合
せ

健
康
増
進
課
食
育
推
進
室
1

０
８
３
４
―
22
―
８
５
５
３

市
食
育
推
進
計
画

し
ゅ
う
な
ん
食
の『
わ
』プ
ラ
ン
を
策
定

市
で
は
、市
食
育
推
進
計
画
に
基
づ
き
、さ
ま
ざ
ま
な
組
織
や
関
係
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
、食
育
を
市
民
運
動
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

毎
年
６
月
の
食
育
月
間
や
毎
月
19
日
の
食
育
の
日
に
は
、家
庭
や
学
校
・
保
育
所

な
ど
だ
け
で
な
く
、地
域
に
お
い
て
も
食
育
実
践
の
機
会
を
設
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

普
及
啓
発
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

食は命�
みんなで広げよう�

食の｢わ｣�

　　話すこと､伝え合う�
　　ことで楽しい食�
家族､仲間､コミュニケーション�
●家族や仲間と囲む笑顔の�
　食事�
●家族での食事づくり�

話�

　　日本食の良さを�
　　見直すことで豊かな食�
文化(和食)､マナー､伝承�
●和食(ごはん)の良さ�
●食事のマナー(はし､配膳､あいさつ)�
●家庭料理(行事食､郷土料理)

和�

　　知ること､自分から�
　　変わることで賢い食�
体と心､食事バランス､感謝�
●毎日食べる朝ごはん�
●バランスの取れた食事�
●学びの場の活用�
●食に対する感謝�

吾�

　　互いが手をつなぐ�
　　ことで広がる食�
学校･園･地域･各種団体な�
どの連携､ネットワーク�
●地域･各種団体と連携した�
　食農体験�
●各世代に応じた学びの場づくり�
●積極的な情報の収集と提供�

輪�　　�
　　めぐることで優しい食�
環境､安心安全､地産地消�
●地元産食材の活用�
●食品リサイクルの推進�

環�

市食育推進計画�
基本方針�
5つの｢わ｣  

基本理念�

わ� わ�

わ� わ�

わ�
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特定健康診査などで生活習慣病を予防
平成20年度から始まった、特定健康診査（特定健診）と

特定保健指導は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候

群）などの生活習慣病を、発症する前に、異常を発見し、生

活習慣改善などで予防することが目的です。

特定健康診査（平成21年度から、新たに充実した点）
■検査項目の追加

糖尿病の早期発見に有効なヘモグロビンA1cと腎臓病の

早期発見に有効な血清クレアチニンを必須検査項目として

追加しました。

■個別健診と集団健診の実施

7月3日（金）までに、受診券と同封の申し込みはがきで、

申し込んでください。（電話での申し込みは、できません）

■節目年齢の自己負担軽減

節目年齢（40・45・50・55・60・65・70歳）の人は、自

己負担額を軽減します。

40～74歳の国民健康保険被保険者の
特定健康診査
検査内容 身体測定、血圧・腹囲測定、血液検査（脂質、肝機

能、血糖、腎機能）、尿検査

※必要に応じて、貧血検査や心電図検査、眼底検査を実施し

ます。

受診期間 平成22年2月28日（日）まで

※平成21年度に75歳になる人は、誕生日の前日までに受

診してください。

受診費用

●個別健診（医療機関で受診）

40・45・50・55・60・65・70歳の人…1,000円

そのほかの人…2,000円

●集団健診（完全予約制で、7～9月の日曜日に実施する

予定）

1,000円

※受診できるのは、個別健診または集団健診のいずれか一

つです。

受診時に必要な物 黄緑色の特定健康診査受診券、国民健

康保険被保険者証

健診結果 健診実施機関から通知

※健診結果に応じて、特定保健指導などを案内します。

長寿（後期高齢者）医療制度被保険者の健康診査
検査内容 身体測定、血圧・腹囲測定、血液検査（脂質、肝機

能、血糖、貧血）、尿検査

受診期間 平成22年2月28日（日）まで

受診場所 受託医療機関

受診費用 500円

受診時に必要な物 オレンジ色の健康診査受診券、後期高

齢者医療被保険者証

健診結果 健診実施機関から通知

平成21年度に75歳になる人の受診券送付
■昭和9年4～6月生まれの人

長寿（後期高齢者）医療制度からの受診券を、6月下旬ま

でに送付します。（6月生まれの人は7月下旬に送付）

■昭和9年7～12月生まれの人

5月下旬に、特定健康診査受診券を送付していますが、誕

生日の翌月には、長寿（後期高齢者）医療制度からの受診券

を送付します。いずれか一つを使用してください。

■昭和10年1～3月生まれの人

5月下旬に、特定健康診査受診券を送付しています。

長寿（後期高齢者）医療制度からの受診券は、平成22年

度に送付します。

問合せ 保険年金課特定健診担当10834－22－8384

5月下旬に、受診券を郵送しています。

必ず、中の受診券を確認してください。

40～74歳の国民健康保険と長寿（後期高齢者）医療制度加入者に実施

特定健康診査などの受診券は、水色の封筒で郵送します。
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中
小
企
業
夏
期
季
節
資
金

市
内
中
小
企
業
者
の
円
滑
な
資
金
繰

り
を
図
る
た
め
に
、夏
期
季
節
資
金（
運
転

資
金
）の
融
資
を
行
い
ま
す
。
早
め
に
、申

込
先
の
金
融
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

融
資
額
と
利
率

１
事
業
者
当
た
り
１

５
０
０
万
円
ま
で
、年
２
・
２
％

融
資
期
間

６
か
月

受
付
期
間

６
月
１
日（
月
）〜
８
月
31

日（
月
）

申
込
先

広
島
銀
行
、山
口
銀
行
、も
み

じ
銀
行
、西
京
銀
行
、東
山
口
信
用
金
庫
、

商
工
中
金

問
合
せ

産
業
政
策
課
商
工
・
労
働
担
当

1
０
８
３
４
―
22
―
８
３
７
３

木
造
家
屋
の
耐
震
診
断
や
耐
震
改

修
を
補
助

市
で
は
、耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
を
支
援

す
る
た
め
、木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や
耐

震
改
修
と
、公
共
的
な
建
築
物
の
耐
震
診

断
を
す
る
場
合
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
す
る
た
め
の
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、定

数
に
満
た
な
い
場
合
は
随
時
募
集
。

公
共
的
な
建
築
物
の
耐
震
診
断

対
象

市
内
の
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
し
た
、民
間
が
所
有
す
る
学
校

や
病
院
な
ど
の
公
共
的
な
建
築
物

定
数
と
補
助
額

１
戸
、１
０
０
万
円
ま
で

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修

対
象

▽
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
…
市
内

の
、昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
一
戸
建
て
で
、３
階
以
下
の
木
造
住
宅

（
併
用
住
宅
の
場
合
は
、住
宅
部
分
の
床

面
積
が
延
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
を
占

め
る
も
の
）▽
耐
震
改
修
…
耐
震
診
断
の

結
果
が
、上
部
構
造
評
点
１
・
０
未
満
の

住
宅
を
１
・
０
以
上
に
す
る
改
修
工
事

定
数
と
補
助
額

▽
耐
震
診
断
…
25
戸
、

２
万
８
０
０
０
円
ま
で
▽
耐
震
改
修
…
５

戸
、30
万
円
ま
で

い
ず
れ
も

申
込
期
間

６
月
８
日（
月
）〜
19
日（
金
）

問
合
せ

住
宅
政
策
課
住
宅
政
策
係
1

０
８
３
４
―
22
―
８
３
３
４

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
に
協
力
を

７
月
１
日
現
在
で
、事
業
所
な
ど
を
対

象
に
、全
国
一
斉
で
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、事
業
所
と
企
業
の
経
済
活

動
を
調
査
し
、従
業
者
規
模
な
ど
の
基
本

構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

６
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

広
報
情
報
課
統
計
担
当
1
０

８
３
４
―
22
―
８
２
６
３

Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

お
知
ら
せ
�

Ｂ
ｕ
ｄ
ｇ
ｅ
ｔ
―
わ
か
り
や
す
い
予

算
２
０
０
９
―
を
発
行

平
成
21
年
度
の
市
の
主
な
予
算
や
各

種
財
政
デ
ー
タ
、ま
た
特
集
記
事
や
公
共

施
設
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
を
掲
載
し
た「
Ｂ
ｕ

ｄ
ｇ
ｅ
ｔ
―
わ
か
り
や
す
い
予
算
２
０
０
９

―
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
無
料
で
す
の
で
、

自
由
に
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

市
役
所
本
庁
舎
市
民
さ
ろ

ん
や
財
務
政
策
課
、各
総
合
支
所
地
域
政

策
課
・
市
民
生
活
課
・
市
民
福
祉
課
、各

支
所
、各
市
立
図
書
館
、各
公
民
館
な
ど

の
公
共
施
設
、市
内
の
店
舗
や
書
店
な
ど

問
合
せ

財
務
政
策
課
財
政
担
当
1
０

８
３
４
―
22
―
８
２
３
７

定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

６
月
１
日（
資
格
基
準
日
）現
在
で
作

成
し
た
、定
時
登
録
選
挙
人
名
簿
と
在
外

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

日
時

６
月
３
日（
水
）〜
７
日（
日
）８
時

30
分
〜
17
時

場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
合
せ

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
1

０
８
３
４
―
22
―
８
５
２
１

長
期
優
良
住
宅
の
計
画
の
認
定
に

係
る
申
請
窓
口
を
新
設

長
期
使
用
構
造
住
宅
を
市
内
に
新
築

す
る
人
は
、６
月
４
日（
木
）か
ら
、住
宅
政

策
課
で
、長
期
優
良
住
宅
の
計
画
認
定
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ

住
宅
政
策
課
住
宅
政
策
係
1

０
８
３
４
―
22
―
８
３
３
４

人
権
擁
護
相
談
・
心
配
ご
と
相
談

対
象

市
内
に
在
住
す
る
人

日
時

６
月
18
日（
木
）９
時
〜
12
時

場
所

新
南
陽
総
合
支
所

問
合
せ

新
南
陽
総
合
支
所
地
域
政
策

課
1
０
８
３
４
―
61
―
４
２
１
６

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
総
延
長
の
び

の
び
大
作
戦
の
参
加
者

ア
サ
ガ
オ
や
ゴ
ー
ヤ
な
ど
の
ツ
ル
性
植
物

を
育
て
て
作
る
、み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
は
、夏

の
日
差
し
を
和
ら
げ
、室
温
の
低
下
を
促

し
、冷
房
費
の
節
減
と
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
設
置
し
た

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の
横
幅
を
足
し
て
、総

延
長
を
伸
ば
す
、の
び
の
び
大
作
戦
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

送
ら
れ
た
写
真
や
コ
メ
ン
ト
、み
ど
り
の

カ
ー
テ
ン
の
総
延
長
な
ど
を
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

申
込
み

み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の
写
真
・
横

幅
・
設
置
効
果
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
・
住
所
・
氏

バ

ジ
ェ
ッ
ト

相
談
�

募
集
�

募�



名
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
氏
名
や
住
所
の

掲
載
可
否
を
、郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４

５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
環
境
政
策

課
環
境
政
策
係
1
０
８
３
４
―
22
―
８

３
２
４
・e

kankyo@
city.shunan.lg.jp

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
市
民
節
電
所
の

参
加
者

エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
〜
市
民
節
電
所
は
、節

電
で
地
球
温
暖
化
防
止
を
め
ざ
す
、市
民

環
境
保
全
運
動
で
す
。

市
内
に
在
住
す
る
５
世
帯
以
上
の
グ
ル
ー

プ
や
個
別
世
帯
を
対
象

電
力
会
社
か
ら
届
く
、７
月
分
か
ら
10

月
分
ま
で
の「
電
気
使
用
量
の
お
知
ら
せ
」

で
、今
年
と
昨
年
の
夏
期
の
電
気
使
用
量

を
比
べ
て
、節
電
率
に
応
じ
て
活
動
支
援
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金
や
報
償
物
品
を
支
給
し
ま
す
。

申
込
期
限

▽
グ
ル
ー
プ
…
９
月
30
日

（
水
）▽
個
別
世
帯
…
11
月
13
日（
金
）

市
内
に
在
住
す
る
小
学
４
〜
６
年
生
を

対
象（
キ
ッ
ズ
・
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

節
電
の
案
や
実
践
結
果
を
、所
定
の
シ

ー
ト
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、応
募
者
に
は
参
加
賞
を
進
呈
し

ま
す
。
ま
た
、優
秀
作
品
は
表
彰
し
、副
賞

を
進
呈
し
ま
す
。

申
込
期
間

６
月
22
日（
月
）〜
７
月
31

日（
金
）

い
ず
れ
も

申
込
み

環
境
政
策
課
・
新
南
陽
総
合
支

所
市
民
生
活
課
・
熊
毛
総
合
支
所
市
民

生
活
課
・
鹿
野
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
・

各
支
所
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
申

込
書
を
、郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
で
、〒

７
４
５
―
８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
環
境

政
策
課
内
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
1

０
８
３
４
―
22
―
８
３
２
４
・
5
０
８
３
４

―
22
―
８
３
２
５
・e

kankyo@
city.sh

unan.lg.jp

市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

対
象

市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
で
、

図
書
館
の
活
動
に
関
心
が
あ
り
、年
２
回

程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

※
市
の
公
募
委
員
は
、除
き
ま
す
。

任
期

７
月
１
日
〜
平
成
23
年
６
月
30
日

定
員

２
人

選
考

作
文

申
込
み

６
月
12
日（
金
）ま
で
に
、住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
作
文（
図
書
館

を
テ
ー
マ
に
、８
０
０
字
以
内
で
、様
式
は

自
由
）を
、持
参
・
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
、〒
７
４
５
―
０
０
７
１
岐
山
通
２
―

７
中
央
図
書
館a

1
０
８
３
４
―
22
―

８
６
８
２
・
5
０
８
３
４
―
27
―
１
４
６

６
・e

toshokan@
city.shunan.lg.jp

商
品
量
目
監
視
員

対
象

市
内
に
在
住
す
る
人

任
期

８
月
１
日
〜
平
成
22
年
１
月
31
日

定
員

４
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

内
容

家
庭
で
消
費
す
る
た
め
に
購
入
し

た
食
料
品
の
う
ち
、内
容
量
が
不
足
し
て

い
る
も
の
を
、毎
月
１
回
報
告

報
酬

月
額
２
２
０
０
円

申
込
み

６
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
家
族
構
成
を
、は

が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―

８
６
５
５
岐
山
通
１
―
１
生
活
安
全
課
市

民
な
ん
で
も
相
談
セ
ン
タ
ー
1
０
８
３
４

―
22
―
８
３
２
０
・
5
０
８
３
４
―
22
―

８
２
４
３
・e

shim
insodan@

city.shun

an.lg.jp

大
田
原
自
然
の
家
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
田
原
自
然
の
家a

で
、施
設
整
備
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
ま
せ
ん
か
。

内
容

施
設
周
辺
の
草
刈
り
、建
物
や
活

動
用
具
の
修
理
、案
内
看
板
の
作
成
な
ど

申
込
み

６
月
22
日（
月
）ま
で
に
、大
田
原

自
然
の
家
1
０
８
３
４
―
89
―
０
４
６
１

６
月
は
住
環
境
衛
生
推
進
月
間

環
境
美
化

一
斉
清
掃
が
行
わ
れ
る
地
域
で
は
、積

極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、家
庭
で
も
、周
囲
の
清
掃
を
行

い
、美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。

害
虫
駆
除

ゴ
キ
ブ
リ
な
ど
の
衛
生
害
虫
は
、消
化

器
系
感
染
症
や
、食
中
毒
な
ど
を
媒
介
す

保健 新型インフルエンザの
予防と相談窓口

新型インフルエンザの予防には、通常のイン

フルエンザと同様に ▽外出時のマスクの着用

や帰宅後のうがい・手洗いの徹底 ▽不特定多

数の人が集まる場所への外出はなるべく避ける

▽水分を十分に取り、バランスの良い食事を取

る、などが有効です。

また ▽咳やくしゃみは、人に向けずティッシュ

などで口や鼻を押さえる ▽使ったティッシュ

は、すぐに、ふた付きのごみ箱に捨てる ▽熱や

くしゃみなどの症状がある人は、マスクを正しく

着用し、感染予防に努めるなどの、咳エチケット

も大切です。

不安を感じたら、迷わず相談してください。

相談の連絡先と受付日時 ▽県周南健康福祉

センターA10834―33―6423、毎日9時

～21時▽健康増進課、毎日8時30分～18時

問合せ 健康増進課地域保健担当10834―

22―8553

環
境
�
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る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

駆
除
は
、掃
除
や
食
品
な
ど
を
管
理
し
た

上
で
、薬
剤
を
使
用
す
る
と
効
果
的
で
す
。

ま
た
、薬
剤
は
、使
用
上
の
注
意
を
守
っ

て
、安
全
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

不
法
投
棄
防
止

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、美
観
を
損
な
う

だ
け
で
な
く
、悪
臭
や
汚
水
に
よ
る
汚
染

や
火
災
の
原
因
に
な
る
た
め
、
市
で
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

土
地
の
所
有
者
は
、土
地
の
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
・
簡
易

水
道
係
1
０
８
３
４
―
22
―
８
３
２
２

元
気
こ
ど
も
24
時
間
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

24
時
間
体
制
で
、子
ど
も
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ

こ
ど
も
家
庭
課
内
元
気
こ
ど
も

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
1
０
８
３
４
―
31
―

２
４
０
０

子
育
て
講
演
会

対
象

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児
・
未
就
園
児

と
そ
の
保
護
者
、フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
会
員

日
時

６
月
９
日（
火
）10
時
〜
11
時

場
所

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ーa

演
題

お
母
さ
ん
子
ど
も
に
愛
が
伝
わ

っ
て
い
ま
す
か

講
師

佐
伯
孝
子
さ
ん（
保
護
司
）

参
加
料

無
料

問
合
せ

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
交
流
セ

ン
タ
ー
1
０
８
３
４
―
32
―
８
１
８
１

児
童
手
当
の
現
況
届
と
支
払
い

現
在
、児
童
手
当
を
受
給
中
の
人
は
、６

月
30
日（
火
）ま
で
に
、現
況
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
所
得
制
限
あ
り
）

ま
た
、２
月
分
か
ら
５
月
分
ま
で
の
手

当
は
、６
月
15
日（
月
）に
振
り
込
み
ま
す
。

対
象

小
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
を

養
育
す
る
人

支
給
金
額（
月
額
）
▽
３
歳
未
満
…
１

万
円
▽
３
歳
以
上
…
第
１
・
２
子
は
５
０

０
０
円
、第
３
子
以
降
は
１
万
円

問
合
せ

こ
ど
も
家
庭
課
こ
ど
も
母
子
福

祉
担
当
1
０
８
３
４
―
22
―
８
４
６
０

水
道
週
間
の
行
事

大
迫
田
浄
水
場a

の
見
学

期
間

６
月
１
日（
月
）〜
５
日（
金
）

時
間

10
時
〜
15
時

申
込
み

事
前
に
、水
道
局
浄
水
課
1
０

８
３
４
―
22
―
８
６
７
５

水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
の
見
学

期
日

６
月
１
日（
月
）、５
日（
金
）
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周
南
地
域
は
、全
国
有
数
の
石
油
化

学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
帯
で
、化
学
や
石
油
、

鉄
鋼
な
ど
の
企
業
が
数
多
く
立
地
し

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
企
業
と
、地
場
企

業
の
産
業
活
動
や
歴
史
を
見
学
、体
験

す
る
こ
と
で
、楽
し
み
な
が
ら
学
習
す

る
産
業
観
光
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
と
、そ
の
保
護
者
の
、２
人
１
組
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
出
発
と
到
着
の
場
所
は
同
じ
で
す
。

夏
休
み
親
子
教
室

期
日
と
行
程

▽
７
月
27
日（
月
）、光

税
務
署
〜
新
日
鐵て
つ

住
金
ス
テ
ン
レ
ス（
光

市
）〜
徳
山
動
物
園
〜
出
光
興
産a

▽

28
日（
火
）、JR
下
松
駅
南
口
〜
日
本
ポ

リ
ウ
レ
タ
ン
工
業b

〜
中
国
電
力a

〜

光
地
区
消
防
組
合（
光
市
）▽
29
日（
水
）、

徳
山
商
工
会
議
所
〜
シ
マ
ヤb

〜
夢
風

車b

〜
新
日
本
石
油（
下
松
市
）▽
８
月

４
日（
火
）、JR
下
松
駅
南
口
〜
東
ソ
ー

b

と
東
ソ
ー
・
シ
リ
カb

〜
伊
藤
公
資
料

館（
光
市
）〜
山
口
放
送a

▽
７
日（
金
）

JR
新
南
陽
駅
前
〜
カ
ン
ロ（
光
市
）〜
光

地
区
消
防
組
合
〜
住
化
ア
グ
ロ
製
造

（
下
松
市
）▽
19
日（
水
）、徳
山
商
工
会

議
所
〜
住
化
ア
グ
ロ
製
造
〜
徳
山
動
物

園
〜
ト
ク
ヤ
マa

▽
25
日（
火
）、光
税
務

署
〜
赤
坂
印
刷b

〜
光
地
区
消
防
組

合
〜
武
田
薬
品
工
業（
光
市
）▽
26
日

（
水
）JR
新
南
陽
駅
前
〜
ト
ク
ヤ
マ
〜
徳

山
動
物
園
〜
新
日
鐵
住
金
ス
テ
ン
レ
ス

夏
休
み
親
子
教
室
体
験
コ
ー
ス

期
日
と
行
程

▽
８
月
11
日（
火
）、JR

下
松
駅
南
口
〜
日
新
製
鋼b

〜
豊
鹿

里
パ
ー
クd

（
豆
腐
づ
く
り
）▽
21
日

（
金
）、JR
新
南
陽
駅
前
〜
周
南
工
業
用

水
道
事
務
所a

と
東
部
発
電
事
務
所

a

〜
須
金
和
紙
セ
ン
タ
ーa

（
紙
す
き
）

※
詳
細
は
、新
南
陽
商
工
会
議
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジf

http://w
w
w
.s-cci.or.j

p/

で
確
認
で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も

定
員
と
参
加
料

10
〜
20
組（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）、１
組
当

た
り
４
２
０
０
〜
６
２
０
０
円（
昼
食

代
・
参
加
記
念
品
代
な
ど
を
含
む
）

申
込
み

６
月
30
日（
火
）ま
で
に
、希

望
コ
ー
ス（
第
２
希
望
ま
で
記
載
）・
氏

名
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・
生

年
月
日
・
性
別
・
勤
務
先（
学
校
名
）を
、

は
が
き
で
、〒
７
４
６
―
０
０
１
７
宮
の

前
２
―
６
―
13
新
南
陽
商
工
会
議
所

1
０
８
３
４
―
63
―
３
３
１
５

問
合
せ

産
業
政
策
課
産
業
政
策
担

当
1
０
８
３
４
―
22
―
８
３
７
１

産
業
観
光
ツ
ア
ー

催
し

子
育
て
�

催
し
�



時
間

10
時
〜
、14
時
〜

申
込
み

定
刻
ま
で
に
、直
接
、水
質
検

査
セ
ン
タ
ーb

1
０
８
３
４
―
62
―
５
１

８
５

フ
ァ
ミ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

カ
ヌ
ー
ツ
ー
リ
ン
グ

対
象

小
学
３
年
生
〜
中
学
２
年
生
と
、

そ
の
保
護
者（
２
人
１
組
）

日
時

７
月
５
日（
日
）９
時
〜
16
時
30
分

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

集
合
場
所

大
田
原
自
然
の
家a

定
員

８
組（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

内
容

菅
野
湖a

で
カ
ヌ
ー
の
練
習
や

ツ
ー
リ
ン
グ

参
加
料

９
０
０
円（
食
費
、保
険
料
な
ど
）

申
込
み

６
月
18
日（
木
）ま
で
に
、氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
年
齢
・
住
所
・
郵
便

番
号
・
電
話
番
号
・
参
加
の
動
機
と
や
っ
て

み
た
い
こ
と
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
、〒
７
４
５
―
０
５
１
１
中
須
北
３
１

17 2009/JUNE/1

９
４
大
田
原
自
然
の
家a

1
・
5
０
８
３

４
―
89
―
０
４
６
１
・e

ootabara@
city.

shunan.yam
aguchi.jp

市
内
の
ホ
タ
ル
祭
り

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時

６
月
６
日（
土
）15
時
〜

場
所

和
田
公
民
館b

や
ウ
ッ
デ
ィ
ハ
ウ
ス

和
田
の
里b

周
辺

内
容

ホ
タ
ル
の
観
賞
、俳
句
の
投
稿
、ホ

タ
ル
か
ご
作
り
、バ
ザ
ー
な
ど

問
合
せ

和
田
公
民
館
内
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
1
０
８
３
４

―
67
―
２
０
６
９

ホ
タ
ル
観
賞
の
夕
べ

日
時

６
月
12
日（
金
）・
13
日（
土
）18
時

〜
21
時

場
所

大
道
理
公
民
館a

周
辺

内
容

ホ
タ
ル
ロ
ー
ド
の
散
策
、バ
ザ
ー
な
ど

※
13
日
は
、ハ
ワ
イ
ア
ン
演
奏
や
マ
ウ
ン
テ
ン

マ
ウ
ス
の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
も
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

大
道
理
公
民
館
1
０
８
３
４

―
88
―
１
８
０
０

長
穂
ほ
た
る
祭
り

日
時

６
月
13
日（
土
）17
時
〜

場
所

長
穂
小
学
校a

内
容

ホ
タ
ル
の
く
す
球
割
り
、ふ
れ
あ
い

バ
ザ
ー
、沖
縄
旅
行
が
当
た
る
抽
選
会
、各

種
ス
テ
ー
ジ
な
ど

問
合
せ

長
穂
公
民
館a

内
ほ
た
る
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局
1
０
８
３
４
―

88
―
０
４
０
１

ほ
た
る
の
夕
べ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時

６
月
13
日（
土
）18
時
〜
21
時

場
所

豊
鹿
里
パ
ー
クd

内
容

各
種
団
体
の
生
演
奏
、露
店
な
ど

問
合
せ

鹿
野
総
合
支
所
産
業
土
木
課

1
０
８
３
４
―
68
―
２
３
３
５
・
豊
鹿
里

パ
ー
ク
1
０
８
３
４
―
68
―
４
０
０
３

大
潮
ほ
た
る
ま
つ
り

日
時

６
月
６
日（
土
）18
時
〜

場
所

大
潮
小
学
校d

内
容

原
た
か
し
シ
ョ
ー
、舞
踏
、フ
ラ
ダ

ン
ス
、バ
ザ
ー
、福
引
き
な
ど

問
合
せ

鹿
野
総
合
支
所
産
業
土
木
課

1
０
８
３
４
―
68
―
２
３
３
５
・
大
潮
ほ

た
る
ま
つ
り
実
行
委
員
会
石
川
さ
ん
1
０

９
０
―
７
３
７
０
―
２
７
０
０

地
域
デ
ビ
ュ
ー
し
よ
う
!!
あ
な
た
と

あ
な
た
の
地
域
を
元
気
に
す
る
講
座

日
時
と
場
所

▽
６
月
19
日（
金
）19
時

〜
、市
民
交
流
セ
ン
タ
ーa

▽
９
月
13
日

（
日
）９
時
30
分
〜
、鹿
野
地
域（
全
２
回
）

内
容

人
や
物
、文
化
な
ど
、地
域
の
資

源
探
し
な
ど
の
活
動
事
例
を
紹
介
、活
動

の
現
場
を
見
学
・
体
験
、座
談
会

参
加
料

無
料

申
込
み

６
月
13
日
（
土
）
ま
で
に
、
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、は
が
き
・
フ
ァ
ク

平成20年度
情報公開と個人情報保護の実績

告知

情報公開制度は、皆さんに市政

に関する情報を公開することで、

市政に対する信頼と理解を深めて

もらうために設けられたものです。

個人情報保護制度は、個人情報

を適正に扱うためのルールを定

め、プライバシーなどの個人の権

利や利益の保護を図り、公正で民

主的な市政の推進をめざします。

各制度による開示請求の平成

20年度の実績をお知らせします。

問合せ 総務課情報公開・個人情

報保護総合窓口10834―2

2―8220

■情報公開は46件
請求の内訳
件数 開示 部分開示 不開示 取り下げ 不服申立
46 19 22 4 3 0
※内訳項目を兼ねる情報があるため、件数と内訳の合計は合致しません。
実施機関の内訳（機関名…件数） ▽市長…41件▽教育長…4件▽消
防長…1件

■個人情報保護は5件
請求の内訳
件数 開示 部分開示 不開示 取り下げ 不服申立
5 1 2 2 0 0
実施機関の内訳（機関名…件数） ▽市長…5件

講
座
・
講
演
�

6月の納付

●市県民税　　　　1期

●国民健康保険料　1期

●介護保険料　　　1期

市税や保険料などを納期限までに納付しなかったときは、督促状を発送します。

発送した日から10日を経過した日までに納付がない場合は、差し押さえなどの滞

納処分をすることがあります。

事情により納付が困難なときは、各担当課に相談してください。

問合せ／納税課納税担当10834―22―8277、保険年金課国保徴収担当1

0834―22―8313、福祉政策課介護給付・保険料担当10834―22―8467



2009/JUNE/1 18

情 報 ひ ろ ば �

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、〒
７
４
５
―
０
５
１
１
中

須
北
３
１
９
４
大
田
原
自
然
の
家a

1
・

5
０
８
３
４
―
89
―
０
４
６
１
・e

ootab

ara@
city.shunan.yam

aguchi.jp

お
も
し
ろ
科
学
ク
ラ
ブ

身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て
、化
学
や
物

理
の
実
験
、科
学
工
作
を
し
ま
す
。

対
象

小
・
中
学
生

日
時

原
則
、毎
月
第
１
土
曜
日
の
12
時

30
分
〜
16
時（
全
９
回
）

場
所

勝
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ーc

材
料
費

１
回
当
た
り
１
０
０
０
円
以
下

※
保
険
料（
年
６
０
０
円
）は
別
途
必
要
。

申
込
み

勝
間
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
配

布
す
る
申
込
用
紙
を
、勝
間
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
1
０
８
３
３
―
92
―
０
０
４
３

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

日
時

７
月
２
日（
木
）10
時
〜
12
時

場
所

子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ーa

演
題

仕
事
も
家
庭
も
ど
っ
ち
も
大
事
！

聞
い
て
得
す
る
両
立
の
知
恵
袋

講
師

渡
辺
二
美
子
さ
ん（
保
育
園
長
）

定
員

30
人（
受
け
付
け
順
）

受
講
料

無
料

※
託
児（
無
料
）は
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
み

６
月
５
日（
金
）〜
30
日（
火
）

に
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、電
話
で
、

こ
ど
も
家
庭
課
子
育
て
交
流
セ
ン
タ
ー
1

０
８
３
４
―
32
―
８
１
８
１

Aは徳山地域Bは新南陽地域Cは熊毛地域Dは鹿野地域
市ホームページFhttp://www.city.shunan.lg.jp/

■心がつくる人生
心遣いについて考えてみませんか。

●日時／6月10日（水）・11日（木）
19時50分～21時55分（全2回）●場
所／須々万公民館A●講師／服部
せつ子さん、田中源四郎さん●参加
料／1,000円●申込み／笹木さん
10834―28―1275

■須金とれたてフリーマーケット
出品者を募集します。●日時／6月

13日（土）・14日（日）10時～15時●
場所／ふれあいプラザ須金A●定
数／20区画●内容／野菜や果物、民
芸品、工芸品、手芸品など●出品料／
300円●申込み／ふれあいプラザ須
金運営協議会事務局松田さん1083
4―86―2000

■しんなんよう吹奏楽倶楽部定期演奏会
●日時／6月14日（日）13時30分～
（開場は13時～）●場所／新南陽ふ
れあいセンター●入場料／無料●問
合せ／しんなんよう吹奏楽倶楽部吉
武さん1090―4897―0852

■アーチェリー初心者教室
●対象／弓を引くことができる人（障
害がある人も可）●日時／6月17日

～8月19日の毎週水曜日18時～19
時30分（全10回）●場所／市アーチ
ェリー場A●定員／10人●参加料／
3,000円●申込み／6月10日（水）ま
でに、周南アーチェリー協会山本さん
10834―21―8630

■子育て講演会

●日時／6月20日（土）9時30分～
11時30分●場所／久米小学校A●
講師／中西新太郎さん（大学教授）
●演題／ネット・ケータイ時代を生き
る子育て●入場料／無料●問合せ／
徳山中央幼稚園保護者会10834―
28―5288

■市民グラウンドゴルフ大会
●対象／市内に在住・通勤する人、市
グラウンドゴルフ協会員●日時／6月
21日（日）9時～（受け付けは8時40
分～）●場所／福川南小学校グラウ
ンドB●参加料／100～600円●申
込み／6月9日（火）までに、体育協会
新南陽支部10834―62―2678

■春季市民インディアカ大会
●対象／市内に在住、または通勤・通
学する人●日時／6月21日（日）9時
～●場所／新南陽体育センター●種
目／混合の部、女子A・B・Cの部●参
加料／１人500円（協会員は無料）●
申込み／6月11日（木）までに、体育
協会新南陽支部10834―62―2
678

■市インディアカ大会
●対象／市内に在住または、通勤・通
学する人、インディアカ協会員●日
時／7月5日（日）9時～●場所／新
南陽体育館●種目／男子フリー・ブロ
ンズの部、女子フリー・ブロンズの部●
参加料／500～2，500円●申込み／
6月19日（金）までに、体育協会新南
陽支部10834―62―2678

■周南っ子わんぱく船2009
参加者とスタッフを募集します。●

対象と定員／▽参加者…市内に在住
する小学4年生～中学1年生、175人
▽スタッフ…周南地域に在住、または
通勤・通学する中学2年生以上の人、
50人※受け付け順。●日時／7月18
日（土）6時30分～20日（祝）19時30
分の2泊3日●集合・解散場所／徳山
港●内容／船上活動や、国立大洲青
少年の家（愛媛県）で、カヌー体験や
川遊び、紙すき体験など●参加料／
▽参加者…20,000円▽スタッフ…
10,000円●申込開始／6月3日（水）
●問合せ／わんぱく船実行委員会事
務局1090―7124―9236

■英会話（Ｅ．Ｓ．クラブ）初級教室
受講生を募集します。外国人講師

と一緒に、楽しく英会話を学びません
か。●日時／毎週火曜日18時30分
～19時40分●場所／新南陽公民館
●受講料／月額3,500円●申込み／
福田さん10834―83―2296

伝�
皆さんの活動の情報を掲載します



先
日
、自
宅
で
転
倒
し
、

歩
行
が
困
難
に
な
り
、夫
に

看
護
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
と
き
に
、

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
や

相
談
窓
口
は
あ
り
ま
す
か
。

市
で
は
、高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
や
介

護
予
防
の
拠
点
と
し
て
、市
内
に
４
か
所
の
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、介
護
保
険

や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、相
談
や
手
続
き

の
仕
方
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、住
ん
で
い
る
地

域
に
よ
っ
て
、担
当
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
身
近
な
相
談

窓
口
と
し
て
、在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
あ

り
ま
す
の
で
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■全国一斉労働トラブル110番
●日時／6月10日（水）10時～21時
●内容／派遣・非正規労働者からの
労働問題を、解決に向けてアドバイス
●相談受付／80120―610―614
●問合せ／山口県青年司法書士協議
会上田さん10835―27―5717

■職業生活設計セミナー
●対象／中高年齢の人、就業支援を
行う事業主●日時／6月13日（土）9
時30分～11時30分●場所／スター
ピアくだまつ（下松市）●内容／定年
後の働き方●定員／30人（受け付け
順）●参加料／無料●申込み／6月
10日（水）までに、山口県雇用開発協
会1083―924―6749

■労働保険などの申告受付相談会
●日時／6月26日（金）・7月9日
（木）・10日（金）10時～15時●場所／
文化会館A●問合せ／山口労働局労
働保険徴収室1083―995―0366

■全国戦没者追悼式参列希望者募集
●対象／戦没者の遺族と戦災遺族な
ど●期間／8月14日（金）～16日（日）
●場所／日本武道館（東京都）●問
合せ／市連合遺族会事務局大川さん
1090―1013―8614

■慰霊巡拝
国は先の大戦における戦没者の遺
族を対象に、慰霊巡拝を行っています。
実施地域や日程、経費などは問い合
わせてください。●問合せ／県長寿
社会課援護班1083―933―2800

■ねんきん定期便の送付
社会保険庁では、国民年金・厚生年
金に加入中の皆さんに、ねんきん定期
便を誕生月に送付しています。年金記
録にもれや誤りがあった場合には、同
封の回答票を提出してください。●問
合せ／ねんきん定期便専用ダイヤル
10570―058―555
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問
題

景
観
法
の
啓
発
を
目
的
に
定
め

ら
れ
た
、毎
年
６
月
１
日
の
記
念
日
は
？

q
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波
の
日

w
鮎
漁
解
禁
の
日

e
景
観
の
日

応
募
方
法

６
月
12
日（
金
）必
着
で
、

ク
イ
ズ
の
答
え
・
市
政
や
広

報
の
記
事
に
対
し

て
の
意
見
や
感

想
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
、は

が
き
で
、〒
７
４
５
―
８

６
５
５
岐
山
通
１
―
１
広

報
情
報
課
広
報
担
当

前
回
の
答
え

w
25
％

応
募
総
数
50
通
の
中
か
ら
抽
選
で
、次

の
人
が
当
選
し
ま
し
た
。
岡
成
安
子
さ

ん
、片
山
清
子
さ
ん
、原
田
サ
カ
エ
さ
ん
、

藤
井
暎
子
さ
ん
、山
田
博
子
さ
ん 正解

者の
中か
ら

抽選
で５
人へ

図書カ
ードを

プレ
ゼン
ト

お便り

【火災件数】

6件（今年の累計19件）

空気が乾燥し、風が強く吹く日が多いため、火の

取り扱いには十分に気を付けましょう。

【交通事故件数】

●死亡事故1人（今年の累計1人）

●傷者数104人（今年の累計321人）

梅雨時期は、ほかの時期に比べて交通事故の危

険性が高くなります。安全運転を心掛けましょう。

林忠彦賞ロマンティック・リハビリテーション
（6月放送分）

■シティーケーブル周南（12チャンネル）

毎日6時・15時・22時

■Kビジョン（アナログ11チャンネル・デ

ジタル12チャンネル）

毎日9時30分・14時30分・21時30分

■メディアリンク（アナログ5チャンネル）

毎日7時・14時・21時

【人口】153,760人（前月比＋75人）

［男］74,143人（前月比＋67人）

［女］79,617人（前月比＋8人）

●出生106人 ●死亡137人

●転入992人 ●転出886人

【世帯】67,265世帯（前月比＋199世帯）

5月1日現在

4月の発生件数

市政情報番組 周南市市政だより

●広報「しゅうなん」の記事で市が収集した個人情報は、当該業務に限って使用します。

問
合
せ

福
祉
政
策
課
地
域
福
祉
担
当
1
０

８
３
４
―
22
―
８
４
６
２

市ホームページ広報しゅうなん

■広報しゅうなん（pdfファイルで配信）
Fhttp://www.city.shunan.lg.jp/se
ction/kohojoho/info/

■音訳広報（mp3ファイルで配信）
Fhttp://www.city.shunan.lg.jp/se
ction/kohojoho/info/voice/
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1-1

1
0834-22-8232

5
0834-22-8224

F
http://www.city.shunan.lg.jp/ 
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の
ペ
ー
ジ
か
ら
）
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広告 広告の内容については、直接広告主に問い合わせてください。


	表紙
	災害への備えは万全ですか
	高齢者介護を支える介護保険料
	市職員を募集
	しゅうなん出前トーク/住宅用火災警報器
	あなたの好きな景観はどこですか
	ふぉとde周南
	Smileすまいる/郷土のピカイチ/え〜ね周南ぷち
	しゅうなん食のわプランを策定
	特定健康診査などで生活習慣病を予防
	情報ひろば
	伝言板
	掲示板
	広告

